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Ⅲ．専門科目履修の手引き 

Ⅲ－１ 機械システム工学科 

 

1.   機械システム工学科昼間コースに開設されている専門科目は第 3 表の 1 のとおりです。 
 
2.   機械システム工学科昼間コースでは、環境エネルギーシステムプログラム、生産システムプログラ

ム、制御システムプログラムの 3 プログラムを設けています。各プログラムで修得すべき科目が一

部異なります。 
 
3.   卒業研究に着手するためには次の条件が必要です。（3 年次編入学生は別途定めます） 

(1) 基盤教育科目に関し、卒業要件 24 単位中 22 単位を修得していること。 
(2) 基盤教育科目「自然・環境と人間」中の「環境と人間」から 1 単位を修得していること。 
(3) 学部共通専門基礎教育科目に関して、卒業要件 16 単位中 15 単位を修得していること。 
(4) 学科共通専門基礎教育科目に関して、卒業要件 41 単位中 39 単位を修得していること。 
(5) プログラム科目のうち、プログラムコア科目はプログラム毎に指定された科目群から 6 単位以

上、プログラム横断科目の必修科目を 6 単位全て、プログラム横断科目の選択必修科目を 6 単

位以上修得していること。 
 
4.   卒業に要する専門科目の最低修得単位数は次のとおりです。学科共通専門基礎教育科目、プログラ

ム横断科目の単位数超過分は自由履修として扱われます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(1) 学科共通専門基礎教育科目の選択必修において、以下の科目から少なくとも 2 単位以上を修得して

いなければなりません。【卒業要件】 
フーリエ解析、ラプラス変換、線形代数Ⅱ、工学解析 

学部共通専門基礎教育科目 16 単位 

学科共通専門基礎教育科目 41 単位  

必修科目：31 単位 

選択必修科目：8 単位 (開講 14 単位) 

力学演習系科目：2 単位 (開講 4 単位) 

プログラムコア科目 10 単位 

プログラム横断科目 17 単位  

必修科目：6 単位、 

選択必修科目 (異なるプログラムのプログラムコア科目，イン

ターンシップ科目) 8 単位 (開講 18 単位) 

選択必修科目 ：機械学習から 3 単位又は CAE から 3 単位 

卒業研究 8 単位 

     

 



 
(2) プログラムコア科目は、プログラム毎に指定された 10 単位、全てを修得しなければなりません。 
【卒業要件】 

 
(3) 異なるプログラムのプログラムコア科目を修得した場合、修得した科目はプログラム横断科目の選

択必修科目である「異なるプログラムのプログラムコア科目」として扱われます。CAE／機械学習の科

目の卒業要件単位数 3 単位としては扱われません。 
 
5.   Ⅲ―６の全学科向けに開講される専門科目または他学科の専門科目は、自由履修科目として卒業

単位に算入することができます。ただし、履修申告の際、第 3 表の他学科の科目については特定の様

式により授業担当教員および機械システム工学科長の承認を得なければなりません。 
また、全ての学部共通専門基礎教育科目、線形代数Ⅱ、複素解析、フーリエ解析に関しては、再履

修および 3 年次編入生の場合、他学科の同一科目を担当する教員および機械システム工学科長の承認

を得て、他学科の同一科目を本学科の科目として履修することができます。 
 
6.   機械システム工学科フレックスコース向けに開講される夜間時間帯（5，6 講時）の科目は修得で

きません。（3 年次編入学生は別途定めます。） 
 
7.   早期卒業するためには次の要件が必要です。 

(1) 早期卒業登録をするためには、2 年次後学期終了時において、卒業に必要な修得単位数の合計

が 86 単位以上でなければなりません（転入学または編入学した学生は早期卒業の登録の対象

となりません）。 
(2) 早期卒業研究に着手するためには、3 年次前学期終了時において、プログラムごとに定められ

た必修科目のうち，3 年次前学期までに開講される科目をすべて修得していなければなりませ

ん。 
(3) 早期卒業研究着手者が 4 年前期に卒業研究を継続するためには、3 年次後学期終了時において、

3 に定める卒業研究着手条件を満たしていなければなりません。 
(4) 早期卒業の認定を受けるためには、卒業要件を満たし、4 年次前学期末の通算 GPA が 4 年次

生の中で上位 20％以内であり、なおかつ，卒業研究の成績評価が「A」以上でなければなりま

せん。 
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（３年次編入生については別途定めます）

2025.11.10更新
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JABEE
JABEE 1 (2) (a) (i)  (A) (B) (C) - - -  
JABEE 1 (2)  (a) (i)  

(a) (b) (c) (d) (e) (f) (g) (h) (i)

(A1)

(A2)

(B1)

(B2)

(B3)

(B4)

(C1)

(C2)

(C3)

1 (2)
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Ⅳ－５　都市システム工学科
Ⅳ－５（１）　社会基盤デザインプログラム

I-i)
広い視野と柔軟な思
考

I-ii)
地域・文化・市民社
会への素養

I-iii) 環境観

I-iv)
デザイン能力，シス
テムの計画・設計能
力

I-v) 課題探求能力

I-vi)
自律的・継続的学習
能力

II-i)
技術者としての基礎
力

II-ii) 専門基礎学力

II-iii) 技術者倫理

II-iv)
実際問題への応用
力

I-i) I-ii) I-iii) I-iv) I-v) I-vi) II-i) II-ii) II-iii) II-iv)

広
い
視
野
と
柔
軟
な
思

考

地
域
・
文
化
・
市
民
社
会

へ
の
素
養

環
境
観

デ
ザ
イ
ン
能
力
，
計
画
・

設
計
能
力

課
題
探
求
能
力

自
律
的
・
継
続
的
学
習

能
力

技
術
者
と
し
て
の
基
礎

力

専
門
基
礎
学
力

技
術
者
倫
理

実
際
問
題
へ
の
応
用
力

大学入門ゼミ 1年 前期 2 - - - - ◎ ○ ○ - - -

茨城学 1年 2Q 1 - ○ - - - - - - - -

プラクティカル・イングリッシュ(PE) 1年 前・後期 4 - - - - - - ○ - - -

情報リテラシー 1年 前期 2 - - - - - - ◎ - - -

データサイエンス・AI入門 1年 後期 2 - - - - - - ◎ - - -

科学と倫理 1年 1Q 1 - - - - - - - - ◎ -

ライフデザイン 3年 2Q 1 ○ - - - - - - - - -

多文化コミュニケーション で学科が推奨する科目(※2) ○ - - - - - - - - -

ヒューマニティーズ で学科が推奨する科目(※2) ○ - - - - - - - - -

自然・環境と人間 で学科が推奨する科目(※2) - ○ - - - - - - - -

グローバル化と人間社会 で学科が推奨する科目(※2) - ○ - - - - - - - -
リベラルアーツ科目
自然と社会の広がり

1～3年 前・後期 4～7

共通基礎／キャリア形成

※1

リベラルアーツ科目
多文化理解

1～3年 前・後期 3～6

土木・建築の実務と建設プロジェクトの推進に関する基本事項を理解し，自ら計画・遂行
し，結果を分析・考察する能力を身につける。

◎印を，卒業までに4単位以上

表-II  基盤教育・専門の開講科目と学習・教育到達目標(社会基盤デザインプログラム）との関連 (表-Iの基準の対象とするもの)

科目群 科目区分（「授業科目」） 学年 学期
単
位
数

必
修
・
選
択
の
別

（
空
白
は
選
択
必
修
科
目

）

学科の学習・教育到達目標との関連

都市システム工学科（社会基盤デザインプログラム）の学習・教育到達目標と達成の基準は，表-Iのとおりです。
表-II，表-IIIには，社会基盤プログラムの関連科目について，科目と学習・教育到達目標の関連を示してあります。表-IVには，学習・教育到達目標の水準を示しています。

専門的職業人の果たすべき役割・責任を良く理解する。 ◎印を，卒業研究着手までに2単位以上

都市・地域やインフラ施設及び建築物の質を高めるために，要素を統合して構造物や地
域全体の姿を描く技術（空間デザイン能力），また都市管理や環境管理などシステムとし
て捉えるアプローチ技術を身につける。

◎または○印を，卒業までに6単位以上

地域の社会自然条件の制約を踏まえ，工学基礎力と専門技術を統合化して，個人及び
チームとして問題の設定及び解決に当たる課題探求能力を身につける。

◎または○印を，卒業までに8単位以上

時代の変化や社会の要請に応えるために，自律的かつ柔軟に対応できる能力と，生涯に
わたって継続的に学習を続ける能力を身につける。

◎または○印を，卒業までに14単位以上

II. 新しい建設分野を担う土木・建築技術者としての基幹技術力の育成

工学者・技術者としての基礎力，すなわち学科の専門科目の基礎としての数学や自然
（物理，化学，生物）の基礎学力ならびにコンピュータ操作の基礎からGIS，リモートセンシ
ングなどを含む情報処理技術，さらに基本的なプレゼンテーション，コミュニケーション能
力までを修得する。

◎印を，卒業研究着手までに27単位以上

建築物を含む都市基盤施設の計画，設計，施工，維持管理，補修補強, 運用に関する技
術を修得し，それを応用する能力を身につける。

土木の各分野(1)～(6）に示す6分野中3以上の分
野で◎印を，卒業研究着手までにそれぞれ6単
位以上

環境観を育み，持続可能な発展を支える工学技術に必要な知識と考え方を身につける。
〈環境観の視点〉
・自然環境は人類と生物にとってかけがえのない生存基盤であり，その保全には特別の
配慮が必要である。
・都市と社会基盤施設の建設・管理を対象とする都市システム工学には，環境負荷の削
減と環境保全に貢献する責務がある。
・技術者として，また一人の市民として，地球環境と地域の環境を守る意識を高め，そのた
めに行動する。

◎または○印を，卒業までに8単位以上

都市システム工学科（社会基盤デザインプログラム）は，日本技術者教育認定機構（JABEE）の認定を受けています。
表-Vには，学習・教育到達目標とJABEE基準との対応を示しています。

それぞれの到達目標ごとに，表-IIの該当する到達目標の欄に◎または○印のある科目の修得単位数を合計したものが，表-Iの基準を満足していなければなりません。ま
た，この基準は，表-Iに記載してある時期（卒業または卒業研究着手）までに満たされなければなりません。なお，◎印は学習・教育到達目標の達成基準を主体的に含んで
いることを意味し，○印は付随的に含んでいることを意味します。

表-I  都市システム工学科（社会基盤デザインプログラム）の学習・教育到達目標と達成の基準

学科の学習・教育到達目標 学習・教育到達目標の説明
達成基準（表-IIで該当する到達目標の欄に印の
付いた科目を，下記の時期までに下記の単位数
以上修得すること）

I. 時代の要請に応える技術者としての素養および基礎技能の育成

安全・環境・生活質向上をキーワードとする土木工学及び建築領域に対する広い視野と
柔軟でバランスよいシステム思考を身につける。

◎または○印を，卒業までに8単位以上

それぞれの地域における固有の文化，社会とその規律の歴史的発達，地域や人々の相
互関係や相互依存に対して理解し，社会に奉仕しようとする意欲を持ち，社会人にふさわ
しい幅広い知識と教養を身につける。

◎または○印を，卒業までに8単位以上
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I-i) I-ii) I-iii) I-iv) I-v) I-vi) II-i) II-ii) II-iii) II-iv)

微積分学 1年 前期 2 必修 - - - - - - ◎ - - -

力と運動 1年 前期 2 必修 - - - - - - ◎ - - -

化学概論 1年 1Q 1 必修 - - - - - - ◎ - - -

電磁気学概論 1年 4Q 1 必修 - - - - - - ◎ - - -

情報スキル 1年 4Q 1 必修 - - - - - - ◎ - - -

プログラミング演習 I 2年 前期 2 必修 - - - - - ○ ◎ - - -

工学実用英語 3年 3Q 1 必修 - - - - - - ○ - - -

線形代数 I 1年 前期 2 必修 - - - - - - ◎ - - -

線形代数 II 1年 後期 2 - - - - - - ◎ - - -

多変数の微積分学 1年 後期 2 必修 - - - - - - ◎ - - -

常微分方程式 2年 前期 2 必修 - - - - - - ◎ - - -

複素解析 2年 後期 2 - - - - - - ◎ - - -

フーリエ解析 3年 後期 2 - - - - - - ◎ - - -

都市データサイエンス入門 2年 前期 2 - - - - - - ◎ - - -

都市データサイエンス基礎 2年 後期 2 - - - - - - ◎ - - -

都市システム工学製図 1年 前期 2 必修 - - - ○ - ○ ◎ - - -  

都市システム工学序論 1年 前期 1 必修 - - - - - ◎ - ○ - -

社会基盤工学概論 1年 後期 1 必修 - - - - - ◎ - ○ ◎ -

都市データサイエンス演習 2年 後期 2 - - - - - ○ ◎ - - -

都市解析学 3年 後期 1 - - - - ○ - - ○ - ◎

建設材料と力学の基礎 1年 後期 2 必修 - - - - - - - ◎ - -

コンクリート工学 3年 前期 2 - - - - - - - ◎ - -

建築建設施工 3年 前期 2 - - - - - - - ◎ - ◎

構造力学 I 2年 前期 2 必修 - - - - - - ○ ◎ - -

構造力学 II 2年 後期 2 - - - - - - ○ ◎ - -

構造解析学 3年 前期 2 - - - - - - ○ ◎ - -

振動及び耐震工学 3年 前期 2 - - - - - - ○ ◎ - -

地盤力学 I 2年 前期 2 必修 - - - - - - ○ ◎ - -

地盤力学 II 2年 後期 2 - - - - - - ○ ◎ - -

地盤工学 3年 前期 2 - - - - ○ - ○ ◎ - -

水理学 I 2年 前期 2 必修 - - - - - - ○ ◎ - -

水理学 II 2年 後期 2 - - - - - - ○ ◎ - -

海岸工学 3年 前期 2 - - ○ - - - ○ ◎ - -

河川・水文学 3年 3Q 1 - - ◎ - ○ - - ◎ - -

都市・地域計画 1年 後期 2 必修 - ◎ - - - - - ◎ - -

土木計画学I 2年 2Q 1 必修 ◎ - - - - - - ◎ - -

土木計画学II 2年 3Q 1 必修 ◎ - - - - - - ◎ - -

交通システム 2年 3Q 1 - ○ - ○ - - - ◎ - -

景観工学 2年 4Q 1 必修 - - - ○ - - ◎ ◎ - -

測量学 2年 前期 2 必修 - - - - - - ○ ◎ - -

空間情報工学 2年 後期 2 - - - - - - - ◎ - -

地球環境工学 2年 後期 2 必修 - - ◎ - - - ○ ◎ - -

上下水道工学 3年 前期 2 - - ◎ - - - ○ ◎ - -

建築環境工学 2年 後期 2 - - ○ - - - ◎ ◎ - -

水環境学 3年 後期 2 - - ◎ - ○ - - ◎ - -

社会基盤プロジェクト演習A 3年 前期 2 必修 ○ - - ◎ ◎ ○ - - - -

社会基盤プロジェクト演習B 3年 後期 2 必修 ○ - - ◎ ○ ◎ - - - -

都市システム工学実験 A 3年 通年 1 必修 - - - - ○ ○ ○ ◎ - -

都市システム工学実験 B 3年 後期 1 必修 - - - - ○ ○ ○ ◎ - -

測量学実習 2年 前期 1 必修 - - - - - ◎ ○ ◎ - -

都市システム工学インターンシップ 3年 通年 2 - - - - - - - - - ◎

都市防災システム工学 3年 後期 2 - - - - ○ - - ○ - ◎

建設DXとデジタルツイン入門 3年 3Q 1 - - - - - - ○ ○ - ◎

先端都市プロジェクト 3年 3Q 1 - ○ - - - - - - - ◎

造形演習Ⅰ 1年 3Q 1 - - - - 〇 ◎ - - - -

造形演習Ⅱ 1年 4Q 1 - - - - 〇 ◎ - - - -

建築学概論 1年 後期 2 必修 - - - - - - - ◎ - -

建築設計基礎演習 2年 1Q 1 - - - ◎ ◎ ○ - - - -

建築実務基礎論 2年 後期 2 - - - - - - - ○ - ◎

建築法規 3年 前期 2 - - - - - - - ○ ○ ◎

I-i) I-ii) I-iii) I-iv) I-v) I-vi) II-i) II-ii) II-iii) II-iv)

卒業研究 4年 通年 8 必修 ○ - - - ◎ ◎ ◎ - - ◎卒業研究

注　※1: 基盤教育の各区分ごとの必要最低修得単位数は，2ページ第1表を参照のこと
　　 ※2: 学科が推奨する基盤教育は，各年度の履修指導時に示されます

建築

表-III  卒業研究と学習・教育到達目標（社会基盤デザインプログラム）との関連 (表-Iの基準には含めない)

分野等 授業科目名 学年 学期
単
位
数

必
修
・
選
択

の
別

学科の学習・教育到達目標との関連

実験・実習

実務

土木の各分野(6)
土木環境システム

プロジェクト演習

専門基礎

土木の各分野(1)
土木材料・施工・建設マネ

ジメント

土木の各分野(2)
構造工学・地震工学・維持

管理工学

土木の各分野(3)
地盤工学

土木の各分野(4)
水工学

土木の各分野(5)
土木計画学・交通工学

表-II (つづき)  基盤教育・専門の開講科目と学習・教育到達目標（社会基盤デザインプログラム）との関連  (表-Iの基準の対象とするもの)

分野等 授業科目名 学年 学期
単
位
数

必
修
・
選
択

の
別

学科の学習・教育到達目標との関連
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　　　　　　　JABEE基準

学習・教育
到達目標

(a) (b) (c) (d) (e) (f) (g) (h) (i)

I-i) ◎ ○ - ○ - - - - -

I-ii) ○ ○ - ◎ - ○ - - -

I-iii) - ○ - ◎ - - - - -

I-iv) - - - - ◎ - - - -

I-v) - - - ◎ ◎ - ○ - ◎

I-vi) - - - - - - ◎ ◎ -

II-i) - - ◎ ◎ - ◎ - - -

II-ii) - - - ◎ - - - - -

II-iii) - ◎ - - - - - - -

II-iv) - - - ◎ - ○ - - -

(f) 論理的な記述力，口頭発表力，討議等のコミュニケーション能力

(g) 自主的，継続的に学習する能力

(i) チームで仕事をするための能力

(h) 与えられた制約の下で計画的に仕事を進め，まとめる能力

(a) 地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養

(b) 技術が社会や自然に及ぼす影響や効果，及び技術者の社会に対する貢献と責任に関する理解

(c) 数学，自然科学及び情報技術に関する知識とそれらを応用する能力

(d) 当該分野において必要とされる専門的知識とそれらを応用する能力

(e) 種々の科学，技術及び情報を活用して社会の要求を解決するためのデザイン能力

表-V  学習・教育到達目標（社会基盤デザインプログラム）とJABEE基準との対応

　・都市や社会基盤施設の質を高めるための要素統合と空間設計を構想することができる．
　・社会の課題解決に向けて，構造物や地域全体をシステムとして捉えることができる．

　・社会や自然の制約を考慮し，個人およびチームで解決すべき問題を定義することができる．
　・基礎力や専門技術を統合化して，個人およびチームで課題の解決に取り組むことができる．

　・与えられた条件や制約のもとで，計画的に学習や仕事を進めることができる．
　・時代変化や社会要請に応えるために，自律的・継続的に学習を続けることができる．

　・専門科目の基礎となる自然科学について理解することができる．
　・建設技術に応用するための基本的な情報処理技術を使いこなすことができる．
　・卒業研究や実習系科目を通して，基本的なプレゼンテーションを行うことができる．
　・卒業研究や実習系科目を通して，論理的な文章を記述することができる．

　・専門基礎学力を修得し，都市施設の計画，設計，施工に応用することができる．
　・専門基礎学力を修得し，構造物の維持管理や補修補強に応用することができる．

　・技術者の果たすべき役割と責任を理解し，倫理的に正しい判断を下すことができる．

　I-iv) デザイン能力，システムの計画・設計能力

　I-v) 課題探究能力

　I-vi) 自律的・継続的学習能力

　II-ii) 専門基礎学力

　II-iii) 技術者倫理

　II-iv) 実際問題への応用力

　II-i) 技術者としての基礎力

　・建設工学分野の実務の基本を理解し，実際問題に応用することができる．
　・卒業研究を通して分析結果や実験結果を論理的に考察することができる．

　I-i) 広い視野と柔軟な思考
　・地球的視点から広い視野で多面的に安全や環境について考えることができる．
　・技術が社会や環境に及ぼす影響と効果をバランスよく理解することができる．

　I-ii) 地域・文化・市民社会への素養

　I-iii) 環境観

表-IV  学習・教育到達目標（社会基盤デザインプログラム）の水準

学習・教育到達目標 水準

　・社会人としての知識と教養を身につけ，地域の文化や歴史を理解することができる．
　・地域社会や市民社会の関係を理解し，社会への奉仕について思考することができる．

　・持続可能な建設技術の開発において，自然環境の保全に配慮することができる．
　・社会基盤施設の建設と管理において，環境負荷の削減に配慮することができる．
　・地球環境と地域環境の保全を意識し，建設技術者として行動することができる．
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Ⅳ－５　都市システム工学科

I-i)
広い視野と柔軟な思
考

I-ii)
地域・文化・市民社会
への素養

I-iii) 環境観

I-iv)
デザイン能力，システ
ムの計画・設計能力

I-v) 課題探求能力

I-vi)
自律的・継続的学習
能力

II-i)
技術者としての基礎
力

II-ii) 専門基礎学力

II-iii) 技術者倫理

II-iv) 実際問題への応用力

I-i) I-ii) I-iii) I-iv) I-v) I-vi) II-i) II-ii) II-iii) II-iv)

広
い
視
野
と
柔
軟

な
思
考

地
域
・
文
化
・
市
民

社
会
へ
の
素
養

環
境
観

デ
ザ
イ
ン
能
力
，
計

画
・
設
計
能
力

課
題
探
求
能
力

自
律
的
・
継
続
的

学
習
能
力

技
術
者
と
し
て
の

基
礎
力

専
門
基
礎
学
力

技
術
者
倫
理

実
際
問
題
へ
の
応

用
力

大学入門ゼミ 1年 前期 2 - - - - ◎ ○ ○ - - -

茨城学 1年 2Q 1 - ○ - - - - - - - -

プラクティカル・イングリッシュ(PE) 1年 前・後期 4 - - - - - - ○ - - -

情報リテラシー 1年 前期 2 - - - - - - ◎ - - -

1年 後期 2 - - - - - - ◎ - - -

科学と倫理
（*専門科目にて達成単位の計算を行う）

1年 1Q 1 - - - - - - - - ◎ -

3年 2Q 1 ○ - - - - - - - - -

○ - - - - - - - - -

○ - - - - - - - - -

- ○ - - - - - - - -

- ○ - - - - - - - -

リベラルアーツ科目
自然と社会の広がり

自然・環境と人間で学科が推奨する科目(※2)
（*一部の科目は専門科目にて達成単位の計算を行う）

1～3年 前・後期 4～7
グローバル化と人間社会で学科が推奨する科目(※2)
（*一部の科目は専門科目にて達成単位の計算を行う）

※1

リベラルアーツ科目
多文化理解

多文化コミュニケーションで学科が推奨する科目(※2)
（*一部の科目は専門科目にて達成単位の計算を行う）

1～3年 前・後期 3～6
ヒューマニティーズで学科が推奨する科目(※2)
（*一部の科目は専門科目にて達成単位の計算を行う）

共通基礎／キャリア形成
データサイエンス・AI入門

ライフデザイン

土木・建築の実務と建設プロジェクトの推進に関する基本事項を理解し，自ら計画・遂行
し，結果を分析・考察する能力を身につける。

◎印を，卒業までに4単位以上

表-VII 基盤教育・専門の開講科目と学習・教育到達目標(建築デザインプログラム）との関連 (表-VIの基準の対象とするもの)

科目群 科目区分（「授業科目」） 学年 学期
単
位
数

必
修
・
選
択
の
別

（
空
白
は
選
択
必
修
科
目

）

学科の学習・教育到達目標との関連

II. 新しい建設分野を担う土木・建築技術者としての基幹技術力の育成

工学者・技術者としての基礎力，すなわち学科の専門科目の基礎としての数学や自然
（物理，化学，生物）の基礎学力ならびにコンピュータ操作の基礎からGIS，リモートセン
シングなどを含む情報処理技術，さらに基本的なプレゼンテーション，コミュニケーション
能力までを修得する。

◎印を，卒業研究着手までに27単位以上

建築物を含む都市基盤施設の計画，設計，施工，維持管理，補修補強, 運用に関する
技術を修得し，それを応用する能力を身につける。

◎印を，卒業研究着手までに30単位以上

専門的職業人の果たすべき役割・責任を良く理解する。 ◎印を，卒業研究着手までに2単位以上

都市・地域やインフラ施設及び建築物の質を高めるために，要素を統合して構造物や地
域全体の姿を描く技術（空間デザイン能力），また都市管理や環境管理などシステムとし
て捉えるアプローチ技術を身につける。

◎または○印を，卒業までに6単位以上

地域の社会自然条件の制約を踏まえ，工学基礎力と専門技術を統合化して，個人及び
チームとして問題の設定及び解決に当たる課題探求能力を身につける。

◎または○印を，卒業までに8単位以上

時代の変化や社会の要請に応えるために，自律的かつ柔軟に対応できる能力と，生涯
にわたって継続的に学習を続ける能力を身につける。

◎または○印を，卒業までに14単位以上

I. 時代の要請に応える技術者としての素養および基礎技能の育成

安全・環境・生活質向上をキーワードとする土木工学及び建築領域に対する広い視野と
柔軟でバランスよいシステム思考を身につける。

◎または○印を，卒業までに8単位以上

それぞれの地域における固有の文化，社会とその規律の歴史的発達，地域や人々の相
互関係や相互依存に対して理解し，社会に奉仕しようとする意欲を持ち，社会人にふさ
わしい幅広い知識と教養を身につける。

◎または○印を，卒業までに8単位以上

環境観を育み，持続可能な発展を支える工学技術に必要な知識と考え方を身につけ
る。
〈環境観の視点〉
・自然環境は人類と生物にとってかけがえのない生存基盤であり，その保全には特別の
配慮が必要である。
・都市と社会基盤施設の建設・管理を対象とする都市システム工学には，環境負荷の削
減と環境保全に貢献する責務がある。
・技術者として，また一人の市民として，地球環境と地域の環境を守る意識を高め，その
ために行動する。

◎または○印を，卒業までに8単位以上

Ⅳ－５（２）　建築デザインプログラム

都市システム工学科（建築デザインプログラム）の学習・教育到達目標と達成の基準は，表-VIのとおりです。

表-VI，表-VIIには，建築デザインプログラムの関連科目について，科目と学習・教育到達目標の関連を示してあります。

　それぞれの到達目標ごとに，表-VIIの該当する到達目標の欄に◎または○印のある科目の修得単位数を合計したものが，表-VIの基準を満足していなければなり
ません。また，この基準は，表-VIに記載してある時期(卒業または卒業研究着手)までに満たされなければなりません。さらに，表-VIIの分野欄に記入している建築の
分野(1)～(16)の科目群毎の必要単位を卒業までに修得しなければなりません。なお、◎印は学習・教育到達目標の達成基準を主体的に含んでいることを意味し、
○印は付随的に含んでいることを意味します。

表-VI  都市システム工学科（建築デザインプログラム）の学習・教育到達目標と達成の基準

学科の学習・教育到達目標 学習・教育到達目標の説明
達成基準（表-VIIで該当する到達目標の欄に印
の付いた科目を，下記の時期までに下記の単位
数以上修得すること）
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I-i) I-ii) I-iii) I-iv) I-v) I-vi) II-i) II-ii) II-iii) II-iv)

1年 前期 2 必修 - - - - - - ◎ - - -

1年 前期 2 必修 - - - - - - ◎ - - -

化学概論 1年 1Q 1 必修 - - - - - - ◎ - - -

電磁気学概論 1年 4Q 1 必修 - - - - - - ◎ - - -

情報スキル 1年 4Q 1 必修 - - - - - - ◎ - - -

プログラミング演習Ⅰ 2年 前期 2 必修 - - - - - ○ ◎ - - -

工学実用英語 3年 3Q 1 必修 - - - - - - ○ - - -

線形代数 I 1年 前期 2 必修 - - - - - - ◎ - - -

線形代数 II 1年 後期 2 - - - - - - ◎ - - -

多変数の微積分学 1年 後期 2 必修 - - - - - - ◎ - - -

常微分方程式 2年 前期 2 必修 - - - - - - ◎ - - -

複素解析 2年 後期 2 - - - - - - ◎ - - -

フーリエ解析 3年 後期 2 - - - - - - ◎ - - -

2年 前期 2 - - - - - - ◎ - - -

2年 後期 2 - - - - - - ◎ - - -

1年 後期 1 必修 - - - - - ◎ - ○ ◎ -

2年 後期 2 - - - - - ○ ◎ - - -

3年 後期 1 - - - - ○ - - ○ - ◎

都市システム工学製図 1年 前期 2 必修 - - - ○ - ○ ◎ - - -

2年 1Q 1 必修 - - - ◎ ◎ ○ - - - -

建築設計製図Ⅰ 2年 2Q 1 必修 - - - ◎ ◎ 〇 - - - -

建築設計製図Ⅱ 2年 後期 2 必修 - - - ◎ ◎ 〇 - - - -

建築史 3年 前期 2 必修 - 〇 - - - - - ◎ - -

リベラルアーツ科目で学科が推奨する科目(※2)
（建築の分野(2)指定の科目のみとする）

1～3年 前後期 1 ※1

造形演習Ⅰ 1年 3Q 1 - - - - 〇 ◎ - - - -

造形演習Ⅱ 1年 4Q 1 - - - - 〇 ◎ - - - -

都市・地域計画 1年 後期 2 必修 - ◎ - - - - - ◎ - -

都市システム工学序論 1年 前期 1 必修 - - - - - ◎ - ○ - -

建築計画学 2年 前期 2 必修 - - - ◎ - - - - - -

景観工学 2年 4Q 1 必修 - - - 〇 - - ◎ ◎ - -

※共通基礎／キャリア形成
　「科学と倫理，ライフデザイン」等

2～3年 前後期 2 必修

建築設計製図Ⅲ 3年 前期 2 必修 〇 〇 〇 ◎ ◎ 〇 - - - -

1年 後期 2 必修 - - - - - - - ◎ - -

構造力学Ⅰ 2年 前期 2 必修 - - - - - - 〇 ◎ - -

構造力学Ⅱ 2年 後期 2 - - - - - - 〇 ◎ - -

3年 前期 2 - - - - - - ○ ◎ - -

地盤力学Ⅰ 3年 前期 2 - - - - - - 〇 ◎ - -

地盤力学Ⅱ 3年 後期 2 - - - - - - 〇 ◎ - -

建築構造設計 3年 後期 2 必修 - - - - - 〇 - ◎ - -

建築環境工学 2年 後期 2 必修 - - 〇 - - - ◎ ◎ - -

建築環境工学演習 3年 前期 1 必修 - - 〇 - - 〇 - ◎ - -

建築設備 3年 後期 2 必修 - - ◎ - - - - ◎ - -

振動及び耐震工学 3年 前期 2 必修 - - - - - - 〇 ◎ - -

建築設計製図Ⅳ 3年 後期 2 必修 〇 〇 〇 ◎ ◎ 〇 - - - -

建築実務基礎論 2年 後期 2 - - - - - - - 〇 - ◎

建築法規 3年 前期 2 必修 - - - - - - - 〇 〇 ◎

都市防災システム工学 3年 後期 2 - - - - 〇 - - 〇 - ◎

建築学概論 1年 後期 2 必修 - - - - - - - ◎ - -

地球環境工学 2年 後期 2 必修 - - ◎ - - - 〇 ◎ - -

空間情報工学 2年 後期 2 - - - - - - - ◎ - -

コンクリート工学 3年 前期 2 - - - - - - - ◎ - -

建築一般構造 2年 前期 2 必修 - - - - - - - ◎ - -

都市システム工学実験A 3年 通年 1 必修 - - - - 〇 〇 〇 ◎ - -

測量学 2年 前期 2 必修 - - - - - - 〇 ◎ - -

測量学実習 2年 前期 1 - - - - - ◎ 〇 ◎ - -

都市システム工学インターンシップ 3年 通年 2 - - - - - - - - - ◎

建築建設施工 3年 前期 2 必修 - - - - - - - ◎ - ◎

建設DXとデジタルツイン入門 3年 3Q 1 - - - - - - ○ ○ - ◎

先端都市プロジェクト 3年 3Q 1 - ○ - - - - - - - ◎

I-i) I-ii) I-iii) I-iv) I-v) I-vi) II-i) II-ii) II-iii) II-iv)

論文 〇 - - - ◎ ◎ ◎ - - ◎

作品 〇 - - ◎ ◎ ◎ - - - ◎

学習・教育目標は表-Ⅶに含まれる

建築分野(3)
建築の設計・計画の質を高める美

術の知識（２単位以上）
建築の分野(4)

 都市の設計・計画及びそのプロセ
スに関する適切な知識と技術

（２単位以上）

都市データサイエンス入門

注　※1: 基盤教育の各区分ごとの必要最低修得単位数は，2ページ第1表を参照のこと
　 　※2: 学科が推奨する基盤教育は，各年度の履修指導時に示されます
　 　※3: 建築デザインプログラム指定の卒業研究では論文と作品を含む．

8 必修

建築の分野(5)
 人と建物の関係，建物と周辺環境
の関係，及び，建物とあいだの空
間を人間のニーズ や尺度に関係
づける必要性の理解（２単位以上）

建築の分野(6)
建築の職能，建築家の社会的使
命，特に社会的要因を考慮したプ
ログラミングの理解 （２単位以上）

学習・教育目標は表-Ⅶに含まれる

建築の分野(7)
調査方法及びプロジェクトのプログ

ラミング方法の理解 （２単位）

建築の分野(8)
建築の設計・計画に伴う構造計

画，施工技術，その他関連する技
術の理解（６単位以上）

建築の分野(9)
快適で安全な室内環境を得るため
の建物性能，技術に関する適切な

知識（４単位以上）

建築の分野(10)
 関連する予算や法的制約のもと

で，建物利用者の要求を満たすの
に必要な設計・計画 の技術

 （２単位以上）

建築の分野(11)
統合的な設計・計画を進めるため
の，関連産業，組織，法令，手続き

に関する適切な知識（２単位）

建築の分野(12)
人間，社会，文化，都市，建築，環
境，建築遺産などの価値に対する

責任の認識（２単位）

建築の分野(13)
環境の保全と修復，及び生態学的
に持続可能な設計・計画の方法に
関する適切な知識（２単位以上）

建築の分野(14)
建築施工原理の包括的理解に基
づく建築構法に関する能力の研鑽

（４単位以上）

建築の分野(15)
事業企画，プロジェクトマネジメン
ト，コスト管理など事業遂行に関す

る適切な知識（２単位以上）

都市解析学

建築設計基礎演習

建設材料と力学の基礎

構造解析学

専門基礎

建築の分野(1)
美観上，及び技術上の諸要求に応

える建築の設計・計画の能力
（６単位）

建築の分野(2)
建築の歴史と理論，及び関連する
芸術，工学及び人文科学に関する

適切な知識（２単位以上）

建築の分野(16)
 学生・教員双方のための学習・教

育・研究方法の研鑽（８単位）
卒業研究※3 4年

都市データサイエンス基礎

社会基盤工学概論

都市データサイエンス演習

力と運動

通年

表-VIII  卒業研究の学習・教育到達目標（建築デザインプログラム）との関連 (表-VIの基準には含めない)

分野等 授業科目名 細目 学年 学期
単位
数

必修・
選択の

別

学科の学習・教育到達目標との関連

表-VII(つづき)  基盤教育・専門の開講科目と学習・教育到達目標(建築デザインプログラム）との関連 (表-VIの基準の対象とするもの)

分野等 授業科目名 学年 学期
単位
数

必修・
選択の

別

学科の学習・教育到達目標との関連

微積分学
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２、AI・データサイエンス副プログラム（工学部） 

 

 プラス I プログラムには、「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム」がありますが、工学部では

それに加えて、地域産業に貢献する製造系高度 IT エンジニアの育成強化の一環として工学部学生を対象

に「AI・データサイエンス副プログラム（工学部）」を実施しております。こちらについては、工学部専

門科目の内、下記の区分①から⑧の要件を全て満たすとプログラム認定するものとなります。 

 

表１の学科別対応科目の単位を修得していることが必要です。 

・科目区分①〜⑤は、各所属学科で開講される指定科目を修得してください。 

・科目区分⑥は、各所属学科で開講される指定科目を、所属学科で指定科目が開講されない場合は工学部で

指定した科目を修得してください。 

・科目区分⑦⑧は、工学部共通で開講される全学科向け科目です。指定科目を修得してください。 

 

具体的な授業方法は各指定科目のシラバスに記載された方法に従ってください。 

本プログラムの修了認定は、各年度末に修了要件を判定し認定します。 

 

（表１） 

科目区分 学科別対応科目(単位数) 備考 

① 線形代数 線形代数Ｉ(2)  

② 微分積分 微積分学(2)  

③ 情報スキル 
情報スキル(1) 

【情報】[振替]システム基礎Ｉ(1) 
 

④ プログラミング演習 プログラミング演習Ｉ(2)  

⑤ 統計数理 

【機械】機械学習 I(2) 

【電電】確率統計(1) 

【物質】数理統計(2) 

【情報】確率・統計(2) 

【都市】都市データサイエンス入門(2) 

 

⑥ アルゴリズムとデータ構造 

【機械】プログラミングⅡ(2) 

【電電】アルゴリズムとデータ構造演習(2) 

【物質】アルゴリズムとデータ構造(1)* 

【情報】アルゴリズムとデータ構造(2) 

【都市】アルゴリズムとデータ構造(1)* 

 

 

*学部開講 

 

*学部開講 

⑦ AI・データサイエンス基礎 AI・データサイエンス基礎(1)* *学部開講 

⑧ AI・データサイエンス実践演習 AI・データサイエンス実践演習(2)* *学部開講 

 

*学部開講：全学科向け科目であり、修得した単位は他学科科目と同じ扱い（自由履修）となります。  

n.aoki
テキストボックス
2025.05.07赤字文修正
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http://houki.admb.ibaraki.ac.jp/  
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0294-38-5009 5222  
 



 

 
316-8511 4-12-1 

TEL 0294-38-5009,5222 
FAX 0294-38-5260 
HP http://www.eng.ibaraki.ac.jp/index.html 
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